令和２年度　第１回大阪府スポーツ推進審議会
　　　　　
〇　日　　時　　：　　令和３年３月29日（月）　　１４：００～１６：００
〇　場　　所　　：　　大阪府庁本館１階　第１委員会室
〇　出席状況　　：　　出席委員　　１４名　　欠席委員　　１名
（事務局）　教育振興室長、保健体育課長、首席指導主事１名、総括主査２名、
主任指導主事２名
　　　　　　文化・スポーツ室副理事兼スポーツ振興課長、課長補佐１名、主査１名
障がい福祉室自立支援課指導主事１名
１　開　　会
　・事務局が開会宣言
２　あいさつ　　　　　　　　　　　　
　・大阪府教育庁を代表して教育振興室長があいさつ
　・委員を代表して会長があいさつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　３　委員の人事・紹介について
　　　・人事について
　　　・事務局から委員紹介
４　議長の選出
５　議　　事　
［質疑応答等］　□・・議長　△・・委員　◆・・事務局　
（１）報告事項
　①令和３年度体育関係団体に対する補助金について 
　　・保健体育課から説明
　　（質問等なし）
②令和３年度保健体育課、スポーツ振興課、自立支援課、当初予算の概要について
　・保健体育課所管分について説明
△　スポーツ指導・体力向上支援推進費の「子ども元気アッププロジェクト事業」に元気アップ新聞に発行経費は含まれているのか。
　 ◆　経費には、スポーツ教室・駅伝等のためのもの。元気アップ新聞は、毎日新聞社が発行し、保健体育課に協賛金をいただいている。
　 △　新聞の内容が大変好評である。公民館などに配架いただけないか。
　 ◆　毎日新聞社に確認を行う。
　 △　大阪高等学校体育連盟の会計の見直しについて、災害補償代として集まったものを登録費に切り崩すのか。
　 ◆　災害補償費として400円徴収していたものを、自己負担の登録費として費目を変えるイメージ。生徒の負担はかわることはない。
　・スポーツ振興課・自立支援課所管分について説明
　　　　　（質問等なし）
　　　　③第２次大阪府スポーツ推進計画の進捗状況および第３次大阪府スポーツ推進計画の策定
について
　　　　・スポーツ振興課から説明
　　　　△重要業績評価指標にある、中級障がい者スポーツ指導員登録者数について、目標値を達成されているが、今後、違う目標を設定して取り組んでほしい。競技力の専門性をもった、中級障がい者スポーツ指導員が増えるようにしてほしい。
　　　　◆検討します。

（２）その他
①新型コロナウイルス感染症による対策等について
　　　　・保健体育課から説明
　　　　（質問等なし）

　　②子どもの体力向上事業について
　　・保健体育課から説明
　　（質問等なし）
③大阪府障がい者スポーツについて
　・自立支援課から説明
△　（情報提供として発言）４月より、障がい者スポーツ協会が「障がい者スポーツ」を「パラスポーツ」と呼び名をかえる。大阪も「パラスポーツ」で宣伝していただければと思う。

　　④学校の働き方改革を踏まえた部活動改革について
　・保健体育課から説明
△　日曜日も学校の施設を使って実施するということで良いのか。
◆　例えば日曜日に実施する際に、学校開放・市の施設など様々な施設を使いながら行うことが想定される。
△　地域人材、総合型地域スポーツクラブ、スポーツ少年団等と連携をはかり、人材確保は市町村で行っていくのか。
◆　モデル実施の市町村に人材確保等の計画を行っていただく。総合型地域、民間、学校の中に組織を作るなど、いろいろな形態が考えられる。この事業を進めるのに、まだまだ課題があるので、洗い出しクリアできるのか検討する必要がある。
△　中体連・高体連の試合に出れるようにする必要がある。
△　部活動改革は、子どものスポーツ権の保障を進めることが前提。この制度は、越えなければいけないことが山積。
△　外部指導者だと、土日にもめごとがあっても解決が難しい。教師なら部活・学校生活・生徒指導面で総合的に子どもに関わっていける。
□　この話は、話せばもっと意見があると考える。気づきの点は、事務局に連絡を入れて意見交換をするということにしたい。（委員了承）
　　⑤大阪府スポーツ施策の取組みについて
　　・スポーツ振興課から説明
　　（質問等なし）
⑥令和３年度保健体育課、スポーツ振興課、自立支援課関係行事予定について
・保健体育課、スポーツ振興課、自立支援課より説明
（質問等なし）
（全体を通しての質問）
△来年度は、スポーツ推進計画の諮問会議、答申会議の２回の予定でよいか
◆２回の予定です。
△団体競技の出場者に対し、ＰＣＲ検査の予算は確保が無理とのこと。選手が安心して参加できるようにＰＣＲ検査ができるよう措置を希望する。
△いろいろな施策が、総合型地域スポーツクラブを有効に活用するとあるが、総合型地域スポーツクラブに所属する方に対し研修などを行い、専門性を高めていってほしい。

７　閉　　会
　　・事務局が閉会宣言
